
東南アジア地域持続的水産業推進事業
【令和５年度予算概算決定額 １９０（１９３）百万円】

＜対策のポイント＞
東南アジア漁業開発センター（ＳＥＡＦＤＥＣ）の持続的水産業の推進のための取組を支援し、ＡＳＥＡＮ諸国との協力関係の強化を図ります。

＜政策目標＞
○ ＳＥＡＦＤＥＣ加盟国の６割において漁船・漁獲データ管理体制を整備［２０２６（令和８）年度まで］
○ 本事業の対象国の６割における環境に配慮した養殖又は漁場管理に係る取組の開始［２０２６（令和８）年度まで］
○ 熱帯ウナギ類の保存管理に関するガイドラインの策定［２０２６（令和８）年度まで］

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．東南アジア持続的漁業推進事業 83（75）百万円
○ 国際連合食料農業機関（ＦＡＯ）やワシントン条約（ＣＩＴＥＳ）等、水
産資源の持続的利用に関係する国際情勢の分析及びその共通理解と対応能力
の強化、漁船登録や漁獲物認証システム及び越境性魚種の資源把握に関する
取組を支援します。

２．東南アジア増養殖管理推進事業 86（99）百万円
○ 地域に対応した養殖魚種の魚病・衛生管理対策や複数種飼育など、環境・安
全に配慮した養殖手法の開発に関する取組を支援します。

○ ＣＩＴＥＳ附属書への掲載及び提案が予想される漁業対象種の資源管理を
推進するため、増殖推進や持続的な養殖業の展開に係る取組を支援します。

３．東南アジア内水面漁業管理推進事業 21（19）百万円
○ 内水面漁業の実態を踏まえ、漁業・漁場管理方策の策定や、高度利用が進ん
でいない内水面漁獲物の取扱・付加価値向上に関する取組を支援します。

［お問い合わせ先］（１）輸出・国際局新興地域グループ（03-3502-5913）
（２）水産庁国際課 （03-3503-8971）

国際的な漁業管理強化の高まりへの対応、地域に対応した魚病に対する技術
支援、及び持続的な増養殖管理の推進のための取組について重点的に事業を
実施

ＳＥＡＦＤＥＣ
目的：東南アジア地域の漁業開発促進
加盟国：ＡＳＥＡＮ諸国及び我が国
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